
徳
之
島
に
若
者
を
育
む
場
を
！

6

事
業
部
と
し
て
の
思
い

夢 振興会議2005年創刊号　徳之島 夢 振興会議2005年創刊号　徳之島

　
各
郷
友
会
の
貢
献
度

小
さ
く
は
出
身
校
区
か
ら
始
ま
り
、

市
町
村
の
名
称
で
括
ら
れ
、
賛
同
者

の
会
費
を
基
本
原
資
と
し
て
、
運
営

さ
れ
て
い
る
の
が
大
半
と
思
い
ま
す
。

そ
の
役
員
や
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
は
、

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
持
ち
回
り
責

務
で
、
各
郷
友
会
と
の
「
交
流
会
や

行
事
の
出
費
負
担
」
に
悩
み
な
が
ら
も
、

志
あ
る
役
員
の
連
携
の
証
が
「
広
域

連
合
組
織
で
あ
る
県
人
会
」
と
し
て

形
成
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
年
に
い
く
つ
か
あ
る
大
き
な

行
事
は
、
心
有
る
方
々
の
寄
付
や
特

別
会
費
の
徴
収
で
運
営
さ
れ
、
親
睦

や
先
輩
達
の
慰
労
の
場
と
し
て
貢
献

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

中
に
は
、
郷
友
と
の
人
的
交
流
を
深
め
、

個
人
の
信
頼
を
築
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
や

選
挙
の
協
力
者
と
し
て
、
成
功
さ
れ

て
い
る
方
々
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
、
こ
の
郷
友
会
の
素
晴
ら

し
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
例
と
し
ま
し
て
、
役
員
の

相
互
理
解
の
上
に
形
成
さ
れ
た
「
三

州
倶
楽
部
」
は
、
各
界
の
交
流
の
場

と
し
て
鹿
児
島
や
東
京
の
政
財
界
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
団
体
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
夢
」
振
興
会
議
と
し
て
の
貢
献

度「
仲
間
が
集
い
、
昔
を
語
り
、
互
い

を
慰
労
す
る
」
か
ら
発
展
し
、
「
明

日
や
次
代
の
夢
を
語
り
創
造
す
る
」

即
ち
、
「
産
業
振
興
会
」
が
「
夢
振

興
会
議
」
だ
と
思
い
ま
す
。

夢
振
興
会
議
は
、
語
っ
た
夢
を
正
夢

に
す
る
【
能
力
＝
（
知
識
＋
経
験
）

×
（
経
済
＋
行
政
）
】
を
併
せ
持
つ

団
体
で
、
そ
れ
が
こ
の
会
議
の
存
在

価
値
と
魅
力
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
夢
振
興
会
議
」
の
会
員
は
、

各
郷
友
会
の
会
員
や
他
の
賛
同
者
で

形
成
さ
れ
て
お
り
、
『
各
郷
友
会
の

理
解
と
協
力
』
は
絶
大
な
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

即
ち
、
「
三
州
倶
楽
部
」
が
各
界
の

交
流
の
場
で
あ
れ
ば
、「
夢
振
興
会
議
」

は
、
町
民
レ
ベ
ル
の
交
流
の
場
で
あ
り
、

夢
を
語
り
、
そ
し
て
具
現
化
し
、
町

民
に
貢
献
で
き
る
団
体
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
政
治
家
や
行
政
と
の
関
係

私
た
ち
の
生
ま
れ
た
徳
之
島
は
、
世

界
一
長
寿
の
泉
重
千
代
翁
の
生
誕
地

よ
り
も
、
保
徳
戦
争
と
命
名
さ
れ
た
「
伊

仙
町
の
選
挙
派
閥
に
よ
る
暴
動
」
が

全
国
的
に
有
名
に
な
り
、
未
だ
継
続

の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。

　
島
出
身
者
の
多
く
は
、
こ
の
暴
動

イ
メ
ー
ジ
で
評
価
さ
れ
る
の
が
嫌
で
、

出
身
地
も
語
り
た
く
な
い
位
で
、
全

て
を
払
拭
し
た
い
の
が
本
音
と
思
わ

れ
ま
す
。

 

し
か
し
、
島
で
生
活
し
て
い
る
一

般
町
民
に
は
関
係
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、

兼
業
農
家
の
た
め
勤
務
先
の
都
合
か
ら
、

ど
ち
ら
か
の
派
閥
に
属
さ
な
い
と
生

活
基
盤
そ
の
も
の
が
瓦
解
す
る
「
勝

ち
組
み
と
負
け
組
み
に
分
別
さ
れ
る
」

こ
と
に
止
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り

ま
す
。

 

こ
れ
に
は
島
民
全
体
が
熱
血
選
挙

と
な
り
、
ま
っ
た
く
関
係
な
い
役
場

職
員
も
関
知
し
て
、
選
挙
派
閥
人
事

に
波
及
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
解
決
に
は
、
公
共
事
業
に
頼
ら

な
い
離
島
産
業
の
育
成
が
、
絶
対
な

る
不
可
欠
要
素
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
現
況
か
ら
し
て
、「
夢
振
興
会
議
」

に
対
す
る
期
待
は
多
大
な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
裏
切
る
こ
と
は
天
誅
が
下
る

こ
と
と
責
任
を
感
じ
ま
す
。

 

し
か
し
、
夢
を
具
現
化
す
る
に
あ

た
っ
て
は
政
治
家
の
理
解
と
協
力
も

必
要
で
あ
り
、
選
挙
運
動
に
は
関
知

は
し
な
い
（
投
票
権
が
な
い
為
）
が
、

関
係
な
い
と
思
わ
れ
る
政
治
家
も
含

め
て
、
偏
ら
な
い
財
界
交
流
は
必
要

と
思
い
ま
す
。

1

23
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2
0
0
4
年
11
月
28
日
、
東
興

ホ
テ
ル
に
お
い
て
生
活
・
文
化
グ
ル

ー
プ
の
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

自
然
・
環
境
、
健
康
・
福
祉
、
文
化
・

教
育
チ
ー
ム
の
会
員
を
中
心
に
17
名

が
全
員
熱
い
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　「
徳
之
島
の
人
々
が
将
来
に
わ
た
っ
て
、

よ
り
幸
せ
に
生
き
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、
何
が
必
要
か
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
徳
之
島
「
夢
」

振
興
会
議
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
に

し
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
結
果
的
に
は
、
貴
重
な
天
然
資
源

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
再
生
や
経
済

基
盤
と
し
て
の
活
用
が
必
要
な
こ
と
、

郷
土
芸
能
・
自
然
環
境
を
活
用
し
た

島
外
と
の
教
育
交
流
な
ど
具
体
的
な

活
動
に
結
び
つ
く
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
意
見
の
い
く
つ
か
を
以
下
に

記
し
ま
す
。

●

海
草
と
魚
介
類
の
豊
富
な
さ
ん
ご

礁
の
海
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
漁
業
牧
場
と
し
て
再
生
と
生
活
基

盤
と
し
て
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

●

川
、
田
ん
ぼ
、
畑
を
一
体
と
し
て

保
全
・
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

●

砂
糖
き
び
、
大
島
つ
む
ぎ
に
加
え
て
、

赤
米
な
ど
も
み
な
お
し
て
商
品
化
し

て
は
ど
う
か
。

●

島
唄
、
闘
牛
、
な
つ
め
踊
り
な
ど

の
郷
土
芸
能
は
観
光
・
教
育
の
島
外

交
流
に
貴
重
で
あ
る
。

●

高
す
ぎ
る
航
空
運
賃
、
人
口
減
に

よ
る
高
等
学
校
縮
小
圧
力
な
ど
難
題

も
抱
え
て
い
る
。

●

廃
棄
物
増
大
、
多
す
ぎ
る
車
両
な

ど
の
ご
み
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

以
上

生
活
・
文
化
グ
ル
ー
プ
分
科
会
開
催

　
離
島
や
過
疎
地
で
は
、
若
者
が

も
っ
ぱ
ら
流
出
し
、
若
者
人
口
の

極
端
な
減
少
が
地
域
の
活
性
喪
失

に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の

打
開
策
と
し
て
は
、
若
者
に
定
住

を
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
数
年

単
位
の
い
わ
ば
、
滞
在
人
口
の
増

加
を
実
現
す
る
方
向
が
あ
り
、
高

等
教
育
機
関
の
設
置
が
有
効
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
全
土
で
、
若
者

人
口
が
減
少
し
、
多
く
の
大
学
が

定
員
割
れ
の
危
機
に
あ
る
中
で
、

今
更
、
離
島
に
大
学
の
設
置
な
ど

論
外
と
い
う
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。

　
所
が
大
学
や
短
大
が
全
体
と
し

て
志
願
率
を
下
げ
て
い
る
中
で
、

唯
一
そ
の
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い
る

高
等
教
育
機
関
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

通
称
、
高
専
と
よ
ば
れ
る
高
等
専

門
学
校
で
す
。
高
専
の
規
模
は
大

学
に
比
べ
れ
ば
、
遙
か
に
小
規
模
で
、

最
大
で
も
一
学
年
200
名
程
度
で
、

離
島
な
ど
の
過
疎
地
域
に
と
っ
て
、

む
し
ろ
有
利
で
す
。
実
際
に
、
国

立
高
専
で
見
れ
ば
、
一
部
を
除
い

て
は
、
県
庁
所
在
地
な
ど
か
ら
遠

く
離
れ
た
地
方
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、

学
寮
施
設
を
保
有
す
る
の
が
一
般

で
す
。
　

　
そ
の
特
徴
は
、
中
学
卒
を
受
け

入
れ
る
点
で
、
入
学
時
に
は
、
高

等
学
校
と
競
合
し
ま
す
。
高
等
学

校
が
い
わ
ば
大
学
へ
の
受
験
中
心

の
教
育
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
専

で
は
、
5
年
一
貫
の
、
実
験
、
実

習
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
込
ん

だ
実
践
的
教
育
を
行
い
、
大
学
2

年
生
に
相
当
す
る
卒
業
生
を
送
り

出
し
ま
す
。
そ
の
実
力
は
高
く
評

価
さ
れ
、
就
職
率
は
、
大
不
況
下

で
も
常
に
100
％
を
維
持
し
、
大
手

企
業
か
ら
も
積
極
的
な
求
人
活
動

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
年
は
、

卒
業
生
の
4
割
近
く
が
、
編
入
試

験
を
受
け
て
、
大
学
3
年
生
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
内
の
7
割
以
上

が
国
立
大
学
へ
の
進
学
で
す
。

　
21
世
紀
の
生
活
を
特
徴
づ
け
る

キ
ー
ワ
ー
ド
に
は
、
環
境
、
安
全
、

食
料
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

21
世
紀
は
知
の
時
代
と
い
わ
れ
、

生
涯
教
育
を
含
む
教
育
に
よ
り
、
人

間
力
の
向
上
が
必
須
と
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
中
学
卒
の
み
ず
み
ず
し

い
知
性
を
全
国
か
ら
受
入
れ
、
5
年

一
貫
で
、
農
を
体
験
さ
せ
つ
つ
幅
広

い
教
養
を
備
え
た
人
間
教
育
を
目
指

す
新
ら
し
い
型
の
高
専
を
、
こ
の
徳

之
島
に
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

い
。
徳
之
島
の
豊
か
な
自
然
と
亀
津

断
髪
の
伝
統
の
中
で
育
ま
れ
た
若
者

が
、
全
国
大
学
の
文
理
を
問
わ
な
い

様
々
な
専
門
課
程
へ
進
学
し
て
行
く
。

徳
之
島
を
新
し
い
人
材
供
給
基
地
に

変
身
さ
せ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
地
元

の
意
向
が
大
き
な
要
素
に
な
る
こ
と

は
当
然
で
、
教
授
や
助
教
授
を
合
わ

せ
て
数
十
人
の
単
位
で
集
め
、
学
寮

や
図
書
館
の
設
置
を
負
担
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
島
出
身
者

は
勿
論
、
広
く
全
国
民
に
呼
び
か
け
、

新
し
い
型
の
高
等
専
門
学
校
設
置
の

意
義
を
広
め
る
こ
と
で
、
世
論
を
喚

起
し
、
広
く
浄
財
を
集
め
る
こ
と
も

必
要
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
高
等
教
育
機
関
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
の
波
及
効
果
は
極
め

て
大
き
い
と
期
待
で
き
ま
す
。

　
何
よ
り
も
、
島
に
若
者
が
全
国
か

ら
集
ま
り
、
島
の
活
性
化
に
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
波
及
さ

れ
る
様
々
な
付
加
的
効
果
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
以
上
、
徳
之
島
に
高
等
専
門
学
校

を
設
置
す
る
と
い
う
夢
を
、
是
非
、

ご
検
討
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
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